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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国や新興国等の経済減速など先行き不透明な状況が続いてい

るものの、政府・日銀による経済・金融政策等を背景に企業収益や雇用情勢に改善が見られ、全体としては緩やかな

回復基調で推移しました。 

 このような状況の下、不動産事業では、東京都港区西麻布のテナントビル及び住居の安定した賃料収入を得ること

ができ、売上高は前年同四半期に比べ8.9％増加し１億４千５百万円、営業利益は前年同四半期に比べ28.1％増加し

１億１千１百万円となりました。 

 繊維事業では、第１四半期は夏物・盛夏物の別注や現物セール用受注を多く受けることができ、第２四半期はアパ

レル大手の別注を中心とした秋物の受注を多く獲得しました。また、第３四半期もほぼ想定通りに推移しました。そ

の結果、売上高は前年同四半期に比べ24.5％増加し６千２百万円、営業利益は前年同四半期に比べ81.8％増加し５百

万円となりました。

 化粧品事業では、オールインワン美容液やホテル向けアメニティ商品の受注が前年に引き続き好調であり、犬用の

シャンプー・歯磨きの受注も伸ばすことができました。その結果、売上高は前年同四半期に比べ7.7％増加し２億１

百万円、営業利益は前年同四半期に比べ89.7％増加し２千万円となりました。

 ゴルフ場事業では、伊豆スカイラインカントリー㈱にてゴルフ場運営を行っておりましたが、平成27年８月１日付

で当社が保有する同社の株式をすべて譲渡し、売上高は９千８百万円、営業利益は４百万円となりました。 

 平成27年８月より開始した温浴事業では、東京都新宿区歌舞伎町の温浴施設『テルマー湯』のオープンが予定より

約１ヶ月遅れたこと、来館者数が想定を大幅に下回ったことなどの影響により、売上高は２億９千８百万円、営業損

失４億円となりました。なお、平成27年12月31日時点で『テルマー湯』の会員数は３万３千名を突破しました。ま

た、１日平均の来館者数は、８月から９月は約400名に留まったものの、10月から12月の３ヶ月間では約610名となり

ました。 

 

 以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は８億５百万円（前年同四半期比29.9％増）、営

業損失３億７千７百万円（前年同四半期は営業利益0.4百万円）、経常損失４億１千４百万円（前年同四半期は経常

利益８百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失４億１千３百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半

期純利益５千万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少などにより前連結会計年度末と比較して２億３千万

円減少し、59億１千２百万円となりました。負債は、長期借入金の増加などにより前連結会計年度末と比較して３億

７千５百万円増加し、25億６百万円となりました。純資産は、四半期純損失を計上したことにより前連結会計年度末

と比較して６億５百万円減少し、34億６百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期通期連結業績予想につきましては、様々な要因を考慮し、平成27年11月13日に公表しました連結業

績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第２四半期連結会計期間において伊豆スカイラインカントリー株式会社の全保有株式を譲渡したため、連結の範

囲から除外しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。 

  これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 567,848 128,973 

受取手形及び売掛金 128,925 99,788 

商品及び製品 13,107 15,642 

仕掛品 5,144 4,484 

原材料及び貯蔵品 35,866 36,994 

販売用不動産 310,634 311,344 

短期貸付金 30,218 － 

その他 10,976 158,930 

貸倒引当金 △4,152 △690 

流動資産合計 1,098,570 755,467 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 454,858 2,850,744 

機械装置及び運搬具（純額） 38,230 10,593 

工具、器具及び備品（純額） 15,454 100,218 

土地 2,192,617 1,940,115 

コース勘定 362,224 － 

建設仮勘定 1,727,312 － 

有形固定資産合計 4,790,699 4,901,672 

無形固定資産    

のれん 2,340 － 

借地権 83,445 83,445 

電話加入権 2,086 2,086 

ソフトウエア 656 2,469 

ソフトウエア仮勘定 － 3,240 

無形固定資産合計 88,529 91,241 

投資その他の資産    

投資有価証券 600 600 

その他 176,862 163,835 

貸倒引当金 △12,282 － 

投資その他の資産合計 165,180 164,435 

固定資産合計 5,044,409 5,157,349 

資産合計 6,142,979 5,912,816 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 34,270 47,583 

短期借入金 400,000 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 483,568 171,924 

未払法人税等 7,013 4,175 

賞与引当金 － 910 

未払金 35,845 63,042 

その他 75,933 36,798 

流動負債合計 1,036,631 424,433 

固定負債    

長期借入金 494,846 1,758,837 

資産除去債務 147,546 151,473 

再評価に係る繰延税金負債 41,601 41,601 

繰延税金負債 47,484 47,375 

長期預り金 325,301 82,625 

その他 37,718 － 

固定負債合計 1,094,499 2,081,912 

負債合計 2,131,130 2,506,346 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,527,811 3,527,811 

資本剰余金 244,825 202,102 

利益剰余金 △37,123 △408,301 

自己株式 △2,078 △2,181 

株主資本合計 3,733,434 3,319,431 

その他の包括利益累計額    

土地再評価差額金 87,037 87,037 

その他の包括利益累計額合計 87,037 87,037 

非支配株主持分 191,376 － 

純資産合計 4,011,848 3,406,469 

負債純資産合計 6,142,979 5,912,816 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 620,441 805,948 

売上原価 397,012 944,466 

売上総利益又は売上総損失（△） 223,429 △138,517 

販売費及び一般管理費 222,946 239,344 

営業利益又は営業損失（△） 482 △377,861 

営業外収益    

受取利息 3,633 2,254 

受取配当金 9 9 

受取保険金 20,000 － 

貸倒引当金戻入額 455 2,732 

その他 6,419 3,141 

営業外収益合計 30,518 8,139 

営業外費用    

支払利息 18,749 30,374 

減価償却費 956 883 

支払手数料 － 12,962 

その他 2,409 652 

営業外費用合計 22,114 44,873 

経常利益又は経常損失（△） 8,886 △414,595 

特別利益    

子会社株式売却益 － 3,087 

負ののれん発生益 19,894 － 

預託金償還益 45,382 － 

特別利益合計 65,276 3,087 

特別損失    

固定資産除却損 192 39 

特別損失合計 192 39 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
73,970 △411,548 

法人税、住民税及び事業税 1,924 2,358 

法人税等調整額 △17 △109 

法人税等合計 1,906 2,249 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 72,064 △413,797 

非支配株主に帰属する四半期純利益 21,275 103 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
50,788 △413,900 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 72,064 △413,797 

その他の包括利益    

その他の包括利益合計 － － 

四半期包括利益 72,064 △413,797 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 50,788 △413,900 

非支配株主に係る四半期包括利益 21,275 103 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 株主資本の金額の著しい変動

 当社が平成25年３月18日に発行いたしました当社第１回新株予約権に関し、平成26年６月24日の権利行使をもって

当該新株予約権の全ての権利行使が完了した結果、資本金が１億５千３百万円、資本準備金が１億５千３百万円それ

ぞれ増加しております。また、平成26年６月27日開催の定時株主総会の決議により、同日付で会社法第448条第１項

の規定に基づき、資本準備金５千８百万円を減少させ、その他資本剰余金に振り替えた後、同日付で会社法第452条

の規定に基づき、その他資本剰余金を減少し、繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補を行っております。

 これらの結果、第１四半期連結会計期間において資本金が１億５千３百万円、資本準備金が９千４百万円増加し、

当第３四半期連結会計期間末において資本金が35億２千７百万円、資本準備金が２億４千４百万円となっておりま

す。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

 株主資本の金額の著しい変動

 平成27年６月26日開催の定時株主総会の決議により、同日付で会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金

４千２百万円を減少させ、その他資本剰余金に振り替えた後、同日付で会社法第452条の規定に基づき、その他資本

剰余金を減少し、繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補を行っております。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間において資本準備金が４千２百万円減少しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 133,891 49,960 186,957 249,632 620,441 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 133,891 49,960 186,957 249,632 620,441 

セグメント利益 86,863 3,285 10,874 18,109 119,133 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

   当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の末日に比べ、報告セグメントの資産の金額は「不動

産」で1,173,007千円増加しております。

   これは主に、東京都新宿区に建設中の温浴施設の建設費用の一部を支払ったことによる「建設仮勘定」の増加

によるものであります。

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 119,133

のれんの償却額 △3,510

全社費用（注） △115,140

四半期連結損益計算書の営業利益 482

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

- 8 -

エコナックホールディングス株式会社(3521)　平成28年3月期 第3四半期決算短信



Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 温浴 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 145,804 62,199 201,390 98,316 298,237 805,948 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
475 － 36 － － 511 

計 146,279 62,199 201,426 98,316 298,237 806,459 

セグメント利益又は損失（△） 111,235 5,972 20,632 4,023 △400,921 △259,057 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

（1） 当第３四半期連結会計期間末において、前連結会計年度の末日に比べ、「不動産」セグメントの資産の金額

は2,405,537千円減少しております。これは主に、東京都新宿区に建設した温浴施設の建設費用を「温浴」に振

り替えたことによるものであります。 

（2） 当第３四半期連結会計期間末において、「温浴」セグメントの資産の金額は3,335,215千円となりました。 

（3） 第２四半期連結会計期間において、伊豆スカイラインカントリー株式会社の全株式を売却し、連結の範囲か

ら除外したことから、前連結会計年度の末日に比べ、「ゴルフ場」セグメントの資産の金額は872,727千円減少

しております。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社グループは新たに温浴事業を開始したことに伴い、第２四半期連結会計期間から「温浴」を報告セグメン

トに追加しております。

 

４．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 △259,057

のれんの償却額 △1,560

全社費用（注） △117,244

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △377,861

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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